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研究成果の概要（和文）：本研究は，聴覚障害児童が抱える算数学習の困難さの複層的要因を解明し，指導・支援に関
して実践的手がかりを得ることを目的とした。まず，K-ABC検査結果の再分析を行った。重回帰分析により「算数」の
標準得点に「手の動作」「数唱」「語の配列」（以上，継次処理尺度）と「模様の構成」（同時処理尺度）の２つのグ
ループが関連することが明らかになった。手話の活用を検討するため，聴覚障害幼児とろうの母親による数や量に関わ
るプレニューメラシ―活動を分析した。母親は身振りや指さしに手話の数詞を抱合させて提示するなど行為が見られた
。児は1歳後半に数詞を表出し，2歳半頃に計数行為が母親の支援のもとに出現した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the multiple factors relating with the 
difficulties of mathematics learning by deaf and hard-of-hearing (DHH) pupils. Mainly two ways of 
investigation were performed: Reanalysis of K-ABC results for DHH (around 150 pupils) and analysis of 
pre-numeracy activities of signing deaf infant-mother pair. Through a multi-regression analysis, we found 
that Math scale scores was related with two groups: Hand movements, Number recall, Word order 
(Sequential), and Triangles (Simultaneous).Through analysis of pre-numeracy activities in signed language 
by deaf infant-mother pair, we found that at around 1 year from birth, the mother began to express the 
number gesturally and to count using both gestures (pointing) and number signs. The deaf infant began to 
express number signs at around one and half of age, and to count at around two and half, under mother’s 
support.

研究分野： 社会科学，特に特別支援教育

キーワード： 聴覚障害児童　算数学習　手話　K-ABC　プレニューメラシ―活動
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１．研究開始当初の背景 
(1) 聴覚障害児の教育実践における様々な改
善（聴覚活用，手話活用等）にも関わらず，
算数の達成度が相変わらず低いことが報告
されている。例えば，手話活用や人工内耳装
用による聴覚活用が進んでいる北欧でも，算
数・数学の標準学力検査の結果が，健聴児
（90％）と比べ，聾学校卒業生が著しく低い
（50％程度）こと指摘されている（Hendar, 
2008）。米国でも，今なお聾学校高等部卒業
時の算数・数学能力が小学 4年生レベルとの
報告もある(Qi & Mitchell,2012)。日本の実
践の場でも，聾児，難聴児，人工内耳装用児
いずれにおいても，言語力の達成だけでなく，
教科学習（算数も含め）の達成度の低さが課
題となっている。学校等で算数指導に関わる
優れた実践が蓄積されつつあるものの，対象
児の算数学習の困難さとその背景要因につ
いて包括的に把握されていないため，その実
践の普遍性，適応可能性が十分に検証されな
いままになっている。質的に異なる可能性の
ある「困難さ」が混然と議論されてきたこと
に原因があり，「困難さ」とその背景にある
複層的な要因を理解したうえで，それらと
「指導の工夫」とを関連付ける作業が必要と
言えよう。 
 
(2) 聴覚障害に関わる科学的知見の蓄積や
聴覚障害児への指導法の様々な実践と改善
にも関わらず，現在もその成果が十分に満足
のいくものとなっていない。その原因の 1つ
として「聴覚障害児」というカテゴリーのも
と，その異質性を十分に吟味せず，異なるサ
ブタイプを十分により分ける手立てがない
まま，教育現場で実践と工夫と成果を蓄積し
てきたことがあるだろう。他方，聴覚障害児
一人ひとりの個別性が強調されるあまり，優
れた実践を，一般化，普遍化させる手立ても
十分でなかった。まずは算数学習に関わる困
難さを，十分な根拠のもとサブタイプ化し，
そこに底在する複層的な要因を顕在化させ
ることが必要だろう。それらと教師による指
導の工夫を相互に関連付けることにより，サ
ブタイプごとの「よい実践」の普遍化，一般
化が図られよう。 
 
(3) さらに本研究では，算数指導における手
話活用の検討を行う。近年，聴覚障害児教育
では手話の活用が進められ，算数の授業でも
手話は使われている。ただ，日本語の理解を
補助する使用のレベルであり，その言語的な
特性を十分に考慮した実践が構築されてい
るとは言い難い。算数概念は，言語フリーで
ある（どの言語で学んでも到達する概念は同
質だろう）と言えるが，その経過は様々な言
語活動を契機として醸成され，認知と言語が
深くかかわっている。手話言語は日本語とは
異なる構造を持つ自然言語である。これまで
算数に関わる手話単語の創作等の取組があ
るが，算数活動・指導にどのように手話の言

語的特徴が関与するのかについて，十分な検
討がなされてこなかった。例えば，数概念を
表す手話単語の有無，数詞の表現と身振り的
指操作の関わり（計数時の指の使用は，１つ
には指を折って数える身振り的ツールであ
るが，他方，手話言語の数詞表現としても存
在する），空間概念や図形を表す手話単語（例
えば三角形，四角や円は，指先でその形をト
レースすることで手話単語として表現して
いるため，現実の形と抽象化された概念とし
ての図形との関わりいが不明確である）。こ
れらの特徴は，算数概念の獲得に不利になる
との可能性もあるが（過去にはそのような議
論が多かった），視覚的空間的な手がかりを
豊富に活用するという点では，有利に働く可
能性もある。算数の困難さを包括的に検討す
るためには，手話の言語的特徴に関わる検討
が必要だろう。本研究はこれらの問題を踏ま
え，その第一段階として，手話を第一言語と
して獲得しつつあるろう幼児のプレニュー
メラシ―活動に焦点を当てる。  
 
２．研究の目的 
本研究は，聴覚障害児童が抱える算数学習

の困難さの複層的要因の解明し，指導・支援
に関して実践的手がかりを得ることを目的
とする。具体的には，まず何が算数の学習を
困難にしているのか，「困難さ」を形作って
いる複層的な要因のより分けと仮説の構築
を行う。その題材として，これまで実施して
きた K-ABC 検査結果の再分析を行う。「算
数」の標準得点と関連する下位検査を検討し
て，複層的な要因の抽出を試みる。また算数
の検査項目の正答率を分析し，特に聴覚障害
児童の解答に困難をもたらしている要因の
検討を行う。手話に関連しては，これまで算
数活動に関する手話言語の役割について十
分な検討がなされてこなかったことを鑑み，
プレニューメラシ―活動に焦点を当てる。第
一言語として手話を習得しつつある幼児と
その母親の数や量に関わる活動を観察し，手
話の役割について記述・分析する。 
 
３．研究の方法 
(1) K-ABC の分析 
① 対象：聴覚障害児童 151 名。聴覚特別支
援学校あるいは小学校難聴学級に在籍。認知
処理過程尺度得点が 70 以上のみを選んだ。
聴力レベル（裸耳）は，良耳で 37.5dB から
スケールアウトまでであった（90dB 以上が
91 人）。また人工内耳装用児が 14 名であっ
た。K-ABC の実施は，必要な場合，手話に
より行った（鳥越，2010） 
② 手続き：検査結果を主に SPSS を用いて
分析した。 
 
(2) ろう児のプレニューメラシ―活動の分析
① 対象：ろう幼児 1 名とその母親（ろう者）。
日常生活では手話を使用している。およそ 6
か月齢から 5 歳まで定期的に手話言語資料を



収集している（ビデオ収録による）。 
② 手続き：本研究では，収録したビデオ資
料のうち絵本読み場面のみを抽出し，数や量
に関わる活動を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) K-ABC の分析 
①「算数」に関する全般的な傾向 

  
算数の標準得点の平均値は 82.5（標準偏差

15.3）であった。分布を見ると，低い得点に 
1 つのピークがあった（図１）。類似の分布は，
「数唱」や「語の配列」で見られた。一方，
「模様の構成」などでは，１極性の正規分布
であった。前者の分布では，２つの異ったグ
ループ（１つは低い得点に局在している）が
混在している可能性が示唆される。 
 
②「算数」に及ぼしていると思われる認知処
理過程尺度の下位検査の影響の検討 
 「算数」を目標変数，認知処理過程尺度の
下位検査（７検査）を説明変数として，重回
帰分析を行った（重相関 R=0.6532）。有意な
P 値が得られたのは，「手の動作」（p=0.0154），
「数唱」（p=0.0003），「語の配列」（p=0.0342）
及び「模様の構成」（p=0.0395）であった。
前三者は継次処理過程尺度，後一者は同時処
理過程尺度である。少なくとも二つの要因，
継次的要因と同時的要因が「算数」の得点に
関わっていることが示された。先の分布によ
る分析と関連付けると，継次的要因に関わる
下位検査はいずれも低い得点にピークがあ
った点は注目に値するであろう。これらがい 
わゆる「算数障害」と関連するものかどうか
は今後の検討を要する。 
 
③「算数」の各検査項目の正答率 
図２に，算数の検査項目ごとの正答率を示

した（年齢によって開始項目が異なるため，
ぞれぞれを色分けして示した）。いくつかの
項目は極端に低い正答率であった。これらの
項目は，⒕，18，21，22，23，25，26 であ
った。これらの項目に共通する問題の特徴は，
1 つには複数の数値を関連付けながら同時に
操作する課題，２つには特別の算数ことばを
使う課題であった。前者では，例えば，「⒕．
サルのオリの前に人がいます。人とサルでは 
どちらが多いですか？同じですか？」（サル 

図２．算数の各検査項目の正答率（横軸の数
字は，各検査項目の番号を，縦軸の数字は正
答率を示す） 
 
の数と人の数を関連付ける）や「21．3 人の
子どもがウサギと遊んでいます。全部のウサ
ギを 3 人に同じように分けると，１人の子ど
ものウサギは何匹になりますか？（ウサギの
数と人の数を関連付ける）などである。後者
では，「23．（前半省略）１ダースは何本です
か？」など，特別な算数ことばを使うもので
ある。これらの項目の解答の困難さが，先に
示された算数困難のサブグループとどう関
わっているのか，さらに詳細な検討が必要だ
ろう。 
 
(2) ろう児のプレニューメラシ―活動の分析 
手話を第一言語として獲得しつつあるろ

う幼児と母親の遊び行動，特に絵本場面につ
いて，数や量に関わる活動を記述・分析した。 
表１に，プレニューメラシ―活動の初出齢

を示した。プレニューメラシ―活動には，数
に関わるのも，量に関わるもの，時間表現や
変化に関わるものなど様々な事象に拡がっ
ていた。母親は１歳前後から，絵本場面で盛
んに計数行動を示した。計数行動は３つのパ
ターンがあった。即ち，複数の絵を指さしで
示し，最後にその数詞を表現するもの（PTi 
PTj PTk  3），複数の絵を，数詞で順番に
指さしながら，数えるもの（PTi+1  PTj +2 
PTk+3），絵の近くで数詞を順番に示しなが
ら数えるもの（1i  2j  3k）である。 

 
表１．ろう幼児と母親のプレ・ニューメラ
シ―活動 
月齢 母親の行動 幼児の行

動 
 
9 か
月～
1 歳
未満 
 
 

・異同（「同じ」「違う」） 
・複数（指さしを繰り返
す） 
・複数（動作や物の表現
を繰り返す） 
・計数（指さし→数詞） 
・計数（指さし＋数詞） 
・数詞（１～５，ただし
５は身振り的表現） 
・時間表現（「終わり」） 
 

 



 
 
1 歳
～ 1
歳半 
 
 

・計数（絵の近くで，数
詞の産出） 
・分ける活動 
・形（「丸い」空間で，絵
をなぞる） 
・量（「大きい」，「小さい」） 
・量の比較 
・数詞（１～９，５も数
詞表現） 
 

異同 
「 終 わ
り」 

 
1 歳
半～
2 歳 
 
 
 

・量（「長い」「高い「た
くさん」） 
・量の変化（だんだん小
さくなる・アスペクト表
現） 
・量の程度（副詞：とて
も小さい） 
・数の比較（１と２，ど
っちが大きい？） 
・時間表現（「昨日」「今
度」） 
 

数 詞
（「１」） 

 
2 歳
～ 2
歳半 
 

・時間表現（「まだ」） 
・形の比較（「四角」「丸
い」） 

変化の表
現（だん
だん小さ
くなる） 

2 歳
半～
3 歳 
 
 
 
 

・計数への促し（いくつ
ある？） 
・足し算，引き算（足し
算では両手を使う） 
・助数詞を指文字で表す
（「３ ビ-キ」 
・形の比較を促す（これ 
何？） 
・量の比較を促す（大き
いのはどっち？） 
・月日の表現 
・２ケタの計数 
 

・指さし
による計
数行為 
・形の表
現 
・月日を
模倣 
・ 数 詞
（「５」） 
・数唱（１
～４） 
 

 
3 歳
～ 4
歳 
 
 

・3 ケタの数詞 
・数に関する質問（あな
たの年は？） 

・数に関
する応答
（３歳） 

 
数詞の表現は，「５」で身振り的な表現（全

５指の伸展）を使っていたが，１歳以降，９
までの計数で通常の数詞（親指の伸展）を用
いていた。健聴者が使うような指折りによる
計数行為は見られなかった。手話の数詞によ
る計数行為は，健聴者の指折りのように指を
用いた，身振り的な計数行為と思われがちで
あるが，むしろ身振りでなく，早期から，手
話言語の数詞を用いていることが明らかに
なった。早期から身振りと言語を明確に分
けて用いていることが示された。 
またろう幼児では，数唱や一ケタの計数

行為は２歳後半に見られており，定型発達

児の出現齢と比べ，遅れてはいなかった。  
量の表現も早期から様々に見られた。今

後，数唱や計数など数概念に関わる部分と
量や変化，時間，図形などの概念発達との
関わりを，特に手話言語の発達と関連付け
て検討が必要であろう。また，算数の学習
に困難を抱えるろう児のサブグループの幼
児期檀家での自発的なプレニューメラシ―
活動を今後，観察・記録し，アセスメント
の手がかりを得たい。 
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